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OECD科学技術政策委員会（ＣＳＴＰ）の一員であるグローバル・サイエンス・フォーラ
ム（ＧＳＦ）は、特にメガサイエンスや地球規模課題に関する研究について、加盟国間
の科学技術協力を推進し、各国の取組の情報交換や政策決定に活用
可能な国際的な枠組みの構築に向けた提言等を行うことを目的としている。
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• 1992年に « Mega-Science Forum »として発足し、1999年に

GSFとなった。

• これまでの具体的成果（例）:

• Work on neutron sources led to critical decisions in Japan, US 
and Europe (ILL, J-PARC, ESS)

• International research collaborations developed within the GSF:

• The Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• The International Neuroinformatics Coordinating Facility 

(INCF)

• The Global Earthquake Foundation (GEM)

• Scientific Collections International (SciColl)
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現在の活動状況 October,2019

2021202020192016 2017 2018

OS1: Business models

OS2: Int.n coordination

RI sustainability

RI socio-economic impact

APIF

Competitive research funding 1

Scientific advice in crises

Network for Clinical Research

National RIs 

Digital skills 

Transdisciplinary research

High-risk/hi-reward research

The Research Precariat

Review of clinical trials recommendation

Joint work with CSTP data/funding/int. coop

GSF 40 GSF 39 GSF 41 GSF 42 
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• Roadmapping of Large Research Infrastructures (2008)

• Establishing Large Research Infrastructures: Issues 

and Options (2010)

• International Distributed Research Infrastructures 

(2014)
• Strengthening the Effectiveness and Sustainability of 

International Research Infrastructures (2017)

• Reference Framework for Assessing the Scientific and 
Socio-economic Impact of Research Infrastructures 
(2019)
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Outcome of the activity is 
a 40-page compendium of 
issues and options, based 
on past experience.
- Practical
- Nonpresciptive
- Nonexhaustive
- Nonjudgemental

http://www.oecd.org/sti/inno/47057832.pdf
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Establishing Large International Research Infrastructures
Issues and Options (2010) における検討事項
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Establishing Large International Research Infrastructures
Issues and Options (2010) における検討事項

Single experiments :  ITER, JET, CERN, Pierre Auger Observatory, ILC, SuperB
User facilities for a small number of simultaneous users :  ALMA, big optical telescopes, SKA, ELTs
User facilities for many simultaneous users :  ESRF, ILL, XFEL, FAIR, ESS

[調査対象例]
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Increased diversity of RIs types and uses, in all scientific 

domains

Setting up truly global RIs is still a challenge

No real mechanism to involve all stakeholders from initial 

stages

Still very much a « club » of large institutions 

Lack of good legal frameworks for global RIs

Sustainable operation of international RIs is a real challenge

Current focus on socio-economic impact of RIs may be 

misleading

Data management and access policies not adapted to 

current needs 10



ICRI 2014
International Conference on Research Infrastructures
“Research Infrastructures for Global Challenges”

パネリスト： EC DG Smits,  ESFRI Chair Womersley,  豪州科学顧問 Chubb etc.
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国際的研究施設の有効性・持続性の強化
Strengthening the Effectiveness and Sustainability of 

International Research Infrastructures 
(2017年１２月)

・国際共同による施設と国際的に
開かれた各国研究施設を対象

・施設の生涯を対象

・どの段階でも直面する共通課題

Development Stage
Design Stage
Implementation Stage

②Operation Stage
③Termination Stage

①Pre-operation 
Stage

Financing and fundraising

Risk assessment

Human Resources, Staffing
https://www.oecd-ilibrary.org/docserver/fa11a0e0-
en.pdf?expires=1571695625&id=id&accname=guest&checksum=654D7F5AEBF7BCFA2BE681D46EE495FC 12



提言１．ビジネスプラン（①②）

国際的なピアレビューを経たビジネスプランを
建設着手前に作成。

設計から建設段階に移る際は保守・アップグ
レードを見込んだ運営経費収支に関する責任
分担を明確にする。
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提言２．リスク評価と発生対応（①②）

リスク評価（財源、経費、参加者、科学・
技術・政治の観点などの変化への対応）
とリスク発生時の財源対応の確定をビジ
ネスプラン策定と同時に行う。
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提言３．データマネジメント（②③）

(1)オープンデータ方式との適合のあり方（含特権、
制限）

を中心とするデータアクセスポリシー

(2) 一貫した、利用者の立場に立ったデータアクセス
システム

(3) 研究施設におけるデータ蓄積システムと当該
システムへの外部利用者のアクセス方法

(4) 他の機関とのシナジーとリンク
(5) 施設停止後のデータ保存とアクセス方法
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提言４．人事政策（①②）

研究施設の経営サイドによる健全な (robust) 
人事計画の作成と柔軟な更新。

(1) 若い研究者を惹きつける
(2) 技術支援のために科学者とエンジニアを惹きつける
(3) すべてのレベルの人材の選考、訓練、能力開発
(4) キャリア開発と後継者育成
(5) 人材の流動化
（先端研究施設間。大学、企業との間でも）
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提言５．中長期的ファンディングメカニズム（②）

これまでの良い前例・選択肢を踏まえ財源負担者は
運転期間を通しての安定性を維持するための中期・長
期財源負担スキームを実現すべきである。

科学、技術、経営面で適切な活動が維持されていれ
ば、定期的な外部評価を踏まえ、手続き上の負担を回
避して財源負担のレベルが正当化されるべきである。

使用料を徴収する場合は、国家間の合意が必要。
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提言６．コストの最適化（②）

財源負担者と施設経営者は、資金を最も有効に使うよう
なインセンティブを共同して開発すべきである。

予算は、研究施設経営者がその時々に決定する優先
度に応じて柔軟に再配分（使用時期も含めて）できるよう
にすべきである。

他の研究施設との協力（例：購入手続きの共通化、ソフ
トウェアの共有、データネットワークの設立）など研究の
効率を害さない節約は奨励すべきである。

18



提言７．最先端の研究施設であり続ける（②）。

そのためには、

(1) どのようなタイプの利用者に対しても全面的な
サービスを提供する。

(2) 地域のイノベーションハブとなる。
(3) 他にないものをみつけだす文化を醸成する。
(4) 才能ある若手を未踏の道に踏み出させる。
(5) すべてのパートナーと経験、人材を交換する。
(6) 産業界との連携の重要性を認識する。
(7) 出身背景の多様化、ジェンダーの同等を推進する。
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提言８．社会・経済的役割の増強（②）

社会・経済的使命の明確なビジョンを持ち、
GSFの提示する指標を用いた定期的評価。

アウトリーチとコミュニケーション戦略。

知識・技術移転政策の確立
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提言９．施設の運転終了に対する準備（③）

ほとんどの施設にその準備がないが、近い将来に利用者に対し
て価値あるサービスができなくなることが示唆されたら、資金提
供者と運営者は協力して終了段階の計画を策定すべき。

特に考慮すべき点は、データ・標本の保存、専門知識の保持、
人材の円滑な移動計画。

十分な外部評価と選択肢（アップグレード、再使用、目的の変更、
閉鎖）の分析を行うべき。

この議論は避けられがちだが、この分析をしっかりする時間があ
れば、研究コミュニティーとしては利益が多いはずで、議論の根
底となる枠組は設立時に決めておくべき。
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研究施設の科学・社会・経済的インパクト評価のための参照フレームワーク
REFERENCE FRAMEWORK FOR ASSESSING THE SCIENTIFIC AND 
SOCIO-ECONOMIC IMPACT OF RESEARCH INFRASTRUCTURES

（２０１９年３月）

・２５の Core Impact Indicators (CIIs)
・５８の Standard Indicators
(25CIIs + additional indicators)

〈提言〉
１．施設のコミュニティは、この提案を
インパクト評価の出発点としてとらえる。
当該施設に最適な指標・データに
ついてのコンセンサスをえる。
必要なら新たな指標を共同で作る。

２．施設のライフサイクルの初期に
評価の枠組みを決める。

３．施設のステークホルダーは、各々の
指標データに何を求めるか、
それを政策決定にどう使うのかを
運営側と協働して決めていく。
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戦略的目標＼インパクト領域 科学面でのインパクト 技術面でのインパクト 人材養成・教育へのインパクト 経済面でのインパクト 社会的インパクト

1.国または世界の科学をリードする研究施設 S6.研究ユーザー数

2.イノベーションを支援する施設 T18.商業化された特許数

3.地域クラスター・地域戦略の一員
地域協力のハブ

S11.地域の大学との
共著論文数

T25.施設を利用する
地域事業者数

E35.

4.教育、アウトリーチ、知識の普及
H43.養成される学生数

（国内、外国籍）
O51.オンラインメディア

出現回数

5.政策立案への科学からの支援
O49.政策立案への

専門的アドバイス

6.レベルの高い科学データ・関連サービスの提供
T28.データの商業的
利用・サービス

O49.政策立案への
データ提供

7.社会的責任
O55.エネルギーの

効率的利用

REFERENCE FRAMEWORK FOR ASSESSING THE SCIENTIFIC AND 
SOCIO-ECONOMIC IMPACT OF RESEARCH INFRASTRUCTURES

２５の Core Imapact Indicators（一部）のマトリックス
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２５の Core Imapact Indicatorsのマトリックス
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58項目のリストの一部
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European Research Infrastructure Consortium
(ERIC, 2009年8月28日発効）

“Research infrastructure” means facilities, resources and 
related services that are used by the scientific community to 
conduct top-level research in their respective fields and 
covers major scientific equipment or sets of instruments.

An ERIC is a legal entity with legal personality and full legal 
capacity recognised in all EU Member States.

An ERIC is a recognises by the country hosting its seat as an 
international body or organisation for the purposes of the 
directives on value added tax (VAT).

参考
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